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l専攻長あいさつ
QBSは、この必、大学基準協会の認証評価において、第2回目となる基潜迎合

との認定（期間5年間）を取得し、また、12｝羽生を迎えて新たな年度をスター卜して

おります。昨年4月に専攻長に就任して以後の1年間のQBSの活動を振り返ると、

様々なイベントが目白押しの密度のi毘い12か月でした。
まずはQBSの「アジア事業強化jプロジェクト。互にアジア・ビジネス教育拡充の

ための教材i摘発が動き出し、秋と容にそれぞれ大i!I!理工大学・東北財経大学と
KAISTを訪問したICABE学生スタヌィー・ツアーでは、相手校学生との交流活動

として実鈍したビジネス・プランのワークショップは内容充実したものとなりました。

また、秋にはJASSO奨学金プログラムに採択されて最初の交換留学生12名がQBSの門を叩き、日本人

学生と切礎琢廃する半年間の学符がスタートしました。更に冬には第4回の短期エグゼクティプ・プログラ

ムがスタート、雨京大学ピジネス・スクーノレの学生約20名のための短期セミナー受け入れ、交換留学修了

生のネットワーク作りなど、将に学生、教員共にアジアに向き合った年となりました。

同時に、3回同を迎えたビジネスプラン・コンテストでは学生主体の運営の下、協賛企業のPRがJR博

多駅ピノレの大スクリーンに登ぬしたり、年度を締めくくるQBSフォーラムも第7回目を迎えて例年に増して

経営系専門聴大学院

認証評価

九州大学ビジネス・スクールは、

大学基準協会より、『経怠系専門

聡大学院WliEの適合総定』を取
得しました．今回QBSが取得し

た箆定の有効期間は、平成26

年4月1白から平成31.'.¥3同3

1日までの5年間で蕊

BUS I NESS SCHOOL 

• ACCREDITED 
粒よりの個人研究プレゼンが出揃うなど、しっかりと械を張った活動となってきました。この他にも個々の I 2014. 4-2019. 3 

学生による自主的な活動など、枚挙に暇がありません。 ¥. ,) 

これだけ多くのことに、僅か100名程度の学生・教員中心に取り組む中での認証評価の受訴でしたが、九大ピジネス・スクーノレの伝統に裏付けら

れた総合カが好評価に繋がったのだと思います。

しかし、ここで満足して立ち止まるわけには参りません。本年度を更なる前進の5年間のスタートの年とすぺ〈、引き続き符さんと共に治尖な前進

を目指して参りたいと思いますh

I第20回！CABE学生交流プロジェクト（韓国KAIST訪問）
2014年の谷のICABEは平松専攻長、お下講師の同行のもと、総l玉｜ソウル特別市へ訪問いたしました。

3月14日・15日で、KAIS'I、（KoreaAdvanced Institute of Science and Technology）においてビジネスプランのグループヌ｛スカツションと両校教

員・学生態税会を、そして現地企業視察では、孫会社にあたるしIN日高聞が日本l玉l内第2の拠点を板間市内にij!設中である時間最大手のウェプ
サービス会社NAVER稼式会社と、韓l玉l最大の企素であるサムスン電子の広報館「サムスン・ヌィライトJへの訪問を行いました。
韓間ソウノレの二大市場の一つである京大門市場は深夜も賑わいを見せ、錐多な屋台と近代

的なファッションピルのヨントラストが非常に印象的な都市でした。その賑わいからも、わが同同級

に資源が乏しく問土而積が小さい綿同が、I国策Jにより大きく成長を遂げているのだということを
感じることができました。

現地企業視察においては、NAVERでは本社社屈は社只が働き易い職場環境を追求されると

同時に、地域住民との共生や環境に配慮した設計になっているなど、非常に綴能的で且つ創造

性に溢れる空間になっていることを印象深く感じました。またサムスン也子広告館はむ先鋭技術

を用いた体験型の施設となっており、我々以外にも中間人の団体客が多く訪問していました。今

回訪問した2社共にグローパル企業としてソフト・ハードの両面から世界を葱引している企業であ

ることが伺えました。

大学交流においては、今回交流会に参加されたKAIS’rの学生は問符が峨々であったことにま
ず驚かされました。KAISTのMBAコースはすべて英認にて開講されていることもあり、世界中から

短期間の惚学生としてではなく一般のフルタイムル!BAとして学生が集まっており、日頃からグロー

パルな意見交換が行われていることが伺えました。今回は4i'l闘と日本の交読のみならすて綴々な
国の価値観の中でビジネスプランを中心とした意見交換が行われたことは、我々にとっても非常

に栃な機会でした。二次資将から得られる情報だけではなく、参加者それぞれが世界中の優秀

な学生との実際の議論を通じ経験・知識を得る事ができた事は大変意義深いと感じました。

木村有給（11期生）



I QRECによるアントレプレナーシップ教育
皆さんは、アントレプレナーシップという言葉を削いてピンとくるだろうか。この分野で

世界をリードする米間パプソン大学経常大学院のディーンは、「あなたはアントレプレ

ナーシップをどう定義するか？ jとの私の｜百jいに対し、f現状維持に対する挑戦であるJ
と容えた。アントレプレナーシツプは、必ずしも起業にまつわる事柄だけを指すものでは

なく、既存企業、行政機関、NPO、はたまた大学のような教育機関にも広く求められるも

のなのである。

さて、2010年12月に設立されたQRεC（九州大学ロパート・ファン／アントレプレナー

シップ・センター）は、既に全学に対して約30ものアントレプレナーシップ閲述科円やプ

ログラムを提供している。常識を疑い、自らの固定概念を取り払ってユニークな視点で世

の中を観察すると、危機と思っていたことがむしろ機会に凡えてくる。そのような機会を

積極的に捉え、新しい挑戦によって社会に変革と新しい価仰をもたらすアントレプレ

ナーシップ教育をQRECは判っている。

これまで、QREC科目を胤修した大学院生の約4制がQBS1Jミである。QBS在学＂ Iに

は、QBS提供科目もさることながら、QRECが保有する教育資源の思忠を最大限に享受

し、現状維持の打破と新たな価仙の創造に食欲に挑戦して欲しいと願っている。

高間仁（産学述携マネジメント、QREC彼担教!J.)

I STI政策専修コースについて
私は平成24年度から「科学技術イノベーシヨン政策教育研究センター（CSTIPS)Jの賀任者を兼務しています。このセンターは、文部科

学？？のf政策のための科学j基盤的研究・人材育成拠点整備事業に本学の構想が採択されたことを受けて設問された学内共同教育研究

施設です。同事業の主な目的は、容観的なエピデンスに某づいて政策を立案・実行できる人材を育成することにあり、これを遂行するため

CSTIPSは大学院共通数百科目10科目からなる「科学技術イノベーション（STり政策専修コースj：を開

講しました。

CSTIPS 
Center t。，Science.T，・CM。1。，，y
．，咽lnnov副咽nPol,cy Stud,es 
Kyushu Unl .. rslty 

このコースの特徴の一つは、新たな融合領域の教育プログラムであることを反映して、多くの科目が

多械な専門分野から結集された先生方によるオムニバス形式の講義で構成されていることです。学内

では経済学研究院の他、法学、理学、工学、医学、段学、比較社会文化の各研究院等から最先端の研

究よ！日組に取り組んでいる先生方に参両頂き、それぞれの専門分野の知比に立って科学技術イノベー

ション政策の課題を論じて頂いています。

このように典分野の卓越した知性に出会う機会があることは、九州大学のビジネス・スクーノレで学ぶ皆

さんにとって大きな利点となるものです。上記コースの科目は令て社会入学生が胤修可能な時1m，：；，に配
位されており、既に多くのQBS学生が受講しています。符さんの克なる意欲的な参加を期待しています。

永田見也（イノベーションマネジメント、知識マネジメント）

この1冊
『原価計算j
監修：岩崎勇
（文部科学省検定教科書：東京法令出版）

資源の少ない我が国は、以前から塁本的に資源を験入し、加工し、製品として海外に験出することによって大き

く発展してきている．このように、我が国lj産業を発展さぜることによって生活を鐙かにしていこうという産業資

本主努的な考え方に基づいて成長してきている．この産業を支える中心の1つが製品の製造・販売を行う製造業
（メーカー）である．そして、世界でも思先織の製造妓術を誇る我が国のメーカーの健全な成長を支えてきたのが、

原価計算を中心とする管理会計である．経営者が顧客ニーズに合った製品を市場に提供するためには、その前鑓

として、市湯価絡はいくらなのか、それを製造し、利益を上げていくためにはいくらで製品を製造しなければなら

ないのかなどを知り、製品の生産計画を立て、それを実行しなければならない．原価計算の助けを借りて経営者

は、計画通りに製品が製造されているのかを常に把纏し、必要に応じて適切な矯置を講じなければならない．原

価計算は管理会計で中心的な役割jを果たしている．そして、この管理会計は、製造業に限らず、サービス策等にお

いても企業経営に必須の手段として利用されている.r原価計算jを学ぶことによって、I具体的な敏値で企業活動
の状況を把鍾できるという能力を付けることJは、経営者等にとっても必須な能力である．

岩崎勇（財務会計、コーポレート・ガパナンス）



QBSNc＇なロ芯

l短期エグゼクティプ・プログラム
20日作．度は第4阿短期エグゼクティプ・プログラムを行った。短期jエグゼクティプ・プログラムは2009年度からCREAパートナーズの支

慢を得て始めたもので40・50歳台の企業幹部を集めて11月から3月の日昭日Iこ12回行うものである。場所は一度だけ箱崎で行ったが後

は全て時多駅である。2013年度は、トヨ夕、住友商事、正興電機、新日本監査法人等のllmlJ；からの常連に加えて、日本電気・日本句会iソ
フトウェア・BCC、佐賀県、JR九州、パナソニック、戸上電機等18名が参加した。今岡は参加有に早めに仲良くなってもらうために大述・滞

隙視務旅行を12月ぶとこれまでより早めにした。参加者には泌陽の東北大学のビジネススクーノレと交流を行ってもらった。大述には飛行

機で飛ぴ、大辿と泌陽はできたばかりの市速鉄道で往復した。QBSからは平絵・永山・尚凶・朱・於下先生と私が参加し、，ti・JII先生、回行

先生、京大の水谷先生、慶応の飯盛（いさがい）先生、統i!l1科学大学の森先生にも.m義をお願いした。新年会には交換留学生と交疏セッ
ションを行った。今作．も桐人プロジェクトを行い、大部問先生、平松先生と私の3回の指導会を経て最終日にプレゼンテーションを行って

もらった。

村藤功（企業財務、企業価値創造とM&A)

lリカレント聴講制度を利用して
卒業して5年経過したらリカレント聴講制度を利用しようと決めていた。私にとってQBSは港のようなものだ。理論と実践の狭間にあ

る大海原の荒波を幾度も滑り肱け又何度も打ちのめされて来た身にとって適度なスパンでの相応の修時、補給、休息等は必須だった。

MBAが学位に過ぎずその評価は実社会での前雌次第である＊は訂うまでもない。事実名界で柄躍されておられる卒業生・関係者は

多いと思う。，，~時に懐かしい学び合の風評も｜制こえてくる。人間心理は古代エジプトの例通りだが、暫く仮りに現役の教室に身をi泣いて

みると、孜々が｛£校していた時と｜司じように、期独特の雰附気を醸しつつも、希望と情熱に満ち溢れた空気感は何ら変わっていない。

一点、施，没や制度はli'6i尖に良くなっている。受講済みの講座であっても最新の研究成果が反映されているだろうし、自らの捉え｝；＇が典

なるのであれば成長の証左でもあろう。

1!t知辛い1!tの小。理不尽な取は多々あると思う。だからこそ｛J頼出来るものはー肘火切にしていきたい。 2年間又はそれ以上の共通

体験を持っている｜湖係者にはその資絡があると思っている。

最後に一つだけ倣悔したい。未熟者故に現役の後縦諸氏に先殺の

優秀な所を比せる取ができなかった＊は心強りだ。怠tr1な俗世の垢に

染まりきっていたのが原凶であるが、優秀な先輩・後輩諸氏におかれて

は、反而教師として是非とも先輩の範を示して頂ければ挙民だ。

来mながらQBS及び関係者械の益々の御発展を祈念致します。
年松一寿（4J切r主）

QBSの修了生は、リカレント聴講制度を利用して、修了した後も

QBSの講義を受講し、知臓の刷新を行うことができます。

※2013年4月から、入学料が不徴収となりました。

足立5".＼.｛正さん（101111'1'.)
所属・｛繰｝安川・a

flt化しi餓りているか？J
QBSを修7して阜ニヶ月が車まちました．怒涛のように流れ

た二年間、本当に学ぶことが多かったです．

その中でも符にプロジェクト鎗文は印象に残っています．私はf日本メーカー
の電気級品（太陽電池パネル）のシzアがなぜ中国メーカーに憲われてしまっ
たのかjというテー？で朱先生の沼海の下、自由文に取り組みました．その中で外

~環演に合わせて、日本メーカーが迅速に股備役資、材料鋼連を出来なかっ

た獲が浮かび上がりました．ー方で中国メーカーは経営者の繁早い.思決定

で自社を~飲に変化さぜていきました．鎗文では厳しいビジネス環境の中で会

社が変化して行かなげればならない、という考察を得ました．

では果たして私個人として自分自身がf変化し線付ているか？Jと自問自答し
てみると、お恥ずかしいながら答えはノーです．更に日々自分を飽き、良い方向

に変化し続けなげればならないと感じます．

自分自身が変わり織りることが、QBSで学んだことを会社、そして日本社会に

還元させることだと信じていま1九

石松かおるさん（10.Wl'I:)

所属・（徐）隊生

QBSに入学した当時は、外国人経営者と簸する儀会が多くあり、日

本人経営者と外国人経営者の経営に対する考え方の遣いを自身感

じていました.f士司匝を進めるにあたり、彼らの考え方を理解するための＆IIが必.であ
ると強く感じ、QBS入学を決めました．

MBAI里程を学ぶことは、鰻初のー歩に過ぎないとは思いますが、経営者の観点を学

ぷ良い閉Illの掲となりました．

QBSの2年聞は、学びと耳目~Jlの連続でした．この2年間、経営に関して包緒的に学ぶ

ことができただげではなく、偏広い専門性を符つクラスメイトの多微な憲見から多くを学

びました．これまでに、広報、グループ各社の経営コンサルティング集務、M&Aの網査

E皇、海外事業支優等を担当してきましたが、どの業務においても、QBSで学んだことが活

かされています．

また、今年の4月からは、新たに当社がま，u：草するグJレープ全体の人材育成を！§当する
ことになりましたが、ここでもQBSで熔ったf人とのつながりjが大変役立つています．修
7後も学びは続きますが、QBSで学んだことや人とのつながりを過して、今後のキャリア

がどのように広がっていくのか療しみです．



I QAN役員交代
5月17日土硲！日にQAN総会が行われ、新しい理事メンバーが専任さ

れました。新会長には9J劇中前浩之さんが選出されました。｛巾前さんは

先鍛・後般にかかわらず知名度NO.Iで、幅広いQBS人脈でQANを

引っ綴っていただけると期待しております。副会長は8.ltl）カ丸美和さん

と9期日高美治です。カ丸さんは事務方の細かい仕事を本当に総の下

のカ持ちで支えてくれています。日高は広報担当です。会計は10期長

野二長太郎さんと日比野，晶子さんにご担割'rI民きます。特に今阿の人事は

新任14名、内IOJ羽生が7名とたくさん新しいメンパーに加わっていただ

きました。新しいメンバーはl則のm村主志さん、4.llJI魯近さん、5湖小
栗康生さん、6期 Ill 田：！.＇J:宏さん、岡本洋主主~ん、8期lll1野寛文さん、9.lt/J

3干真珠さん、10.WU己立慾正さん、森口白彦さん、石松かおるさん、大塚
由希子さん、店瑞慣さんと会計のお二人です。1＆手間どうぞよろしくお願

いします。

日高美治（9期生）

FM福岡イブニングビジネススクール

昨年度開催し、好評を憎した『イブニングビジネススクールjを、今

空宇度ti：十6回の予定で開催します.laに、今年度の第1回｛通算ア回

目）を、去る4月23自にFM福岡本社会隠室で開催し、50名近くの

方々が参加されました．まず鼠初に、久留米大学のi家崎教綬から、

f黄金時代を迎えるB本経済 ～消資税をmり繕えて～jと題した鼠
緩が、続いてQBS岩崎数段から、f京セラの経営笛学から学ぷビジネ

ス・人生のヒント ～成功の方程式と人生の法則～jと題したお援が

行われ、それぞれ望書加者との悶で活発な質疑応答が行われました．

今後let、6月、ア月、9月、11月に開催する予定です．具体的な臼緩

や盆ll者については、決定次第、QBSやFM福岡のホームページ、あ

るいはFM緬岡で平日朝8防50分頃から放送されているrBBIQ

モーニングビジネススクールJ内でお知らせします．『ビジネスを学ん

でみようjと思い立った多数の方々のご参加をお待ちしています．

－翠藍函置

『学びたいときがそのときJ
私がQBSに入学したのは、自分の仕事ぷ91こ限界を感じ、その状

況をなんとか打破したいと思ったことがきっかりです．佳される仕事に対し、もっと効

果的な方法や、遭う考え方があるのではないか考えるうち、『このまま自分なりの守り方

を続げていては時間がかかりすぎる．必E警な知.やスキルを、体系立てて学びたいjと
思うようになっていました．

そんな私にとって、働きながら学べるQBSは、今まで気付かなかったのが不思篠な

くらいぴったりの泊所でした．

一年が過ぎた現在、思い切って飛び込んだことは正しかったと実思しています．個

性的で情然的な先生方守、仕事にもQBSIこも懸命に取り組むクラスメイト遠から、「自

分ももっと頑狼らなl:tれltJというポジティプなfJ激とモチベーションを得ていま1ι

学校と仕司Eの両立は、周囲の方唱の垣島軍とサポートで成り立つているという感樹の
気符ちを忘れず、この2年間を有’1•なものにしたいと考えていま1九

QBS~；；：ロ芯

I QAN便り
今期、QAN会長を務めさせていただきます、9期金の仲w1浩之と附し
ます。

今年度はIマジるJというキャッチフレーズを造りました。これには2
つの思いがあります。ひとつは制広く交統を深めたいという思いです。

QANのlWJから10:Wlまでの会員同士、特に九州を離れJlU.rtを中心とし

た閲』l!閣に{E依する100名を超える会員との交減、そしてQBSの現役

の学生と教員との交流の3つを中心とするものです。そしてもうひとつ

の思いは、QANでの活動に其tHこ兵剣に取り組むということです。
今年度から、会期から:£1JllJ$を選出することを新たに会則に加え、ま

ず筋tJJ.!!を務えました。あとはこれに我々ひとりひとりの心・思いを注いで
これからもっと同窓会の織のつながりを深めていきたいと考えておりま

す。皆様の益々の応媛、よろしくお願い激します。

QAN新会長仲前治之（9期生）

QANI孟『QBSAlumni Network』の略なQBS修了生のネットワーク組織として
活動し、現在の会員以l立3ア9名で気

I 12期生38人以学
4月5日（土）、QBS12凶日となる入学式が九州大学同際ホールにて行

われました。当日はあいにくのささ綴織でしたが、入学式に続くガイダンス

を合め3時間起の長丁場となるセレモニーを経て、新入生38名が新た

なスタートを切りました。

岡崎行範幸ん(IIJlll'I'.) 

所属・西日本新聞社

西南殿争を報道するために役立された西日本新聞．それから

はや137年という長い年月が過ぎた今、インターネットによる情絡

の無料化やライフスタイルの変化による新聞慣れが深刻化し、業界を取り巻く環J.l

は厳しさを増しています．その新聞社に身を置く私としては、「歴史を閉ざしたくないj

f将来にわたり地域に貢献で曹るメディアでありたいJとの思いからQBSの門を叩き
ました．

QBSでは、経営会般に関する知臓を体系的に学ぶことができるほか、ビジネスス

クールらしいケーススタディでの!IU量的な窓思決定法や海外ビジネススクールからの
留学生との尖学によるJJJ激など、幅広い範闘で『気づきを得るHI会が与えられま曹、
個人的には、学んだこと守気づいたことを『自社に置き自負えるjことで、・自分ゴト

化”できたことが一番の収鍾であったように思います．

H.9のtt手閣、できるだり多くの知織をインプットし、それを自分の頭で考えta:＜カ
を身につりたいと思いま1九

al!l.l~li／九州大学ピジネス・スクール
fl！勺／QBSJd~宿

・九州大学ピジキス・スクールに関するJ.；問い合わせ
干812-8581揃岡市胤I＜稲崎6-19-1 会監g~s作 所／〒812-8581制凶『Ii点以術的6-19-1

m ,i/092-642-4278 
メールアドレス／bs@econ.kyush u-u .ac .jp 

九州太’1-Uf草地I＜・1111/ISfltUJ学生ll'I円保
TEL.092-642-4167 
ホームベージhllp://qbs. kyushu -u .ec .jp/ 
罰 racebook.com/Q8S.M8A 九州大学ピジオ、ス・スクーノレ


